
歳
入
内
訳
の
用
語
解
説

◆
自
主
財
源
（
39
・
9
％
）

　
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
市
が
独

自
で
調
達
す
る
お
金	

❶
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
❷
繰
入
金
＝
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
❸
寄
附
金

＝
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
な
ど
❹
諸
収
入
＝
貸
付
金
元

利
収
入
や
預
金
利
子
な
ど
❺
使
用

料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施
設
の
使

用
料
な
ど
❻
そ
の
他
＝
分
担
金
及

び
負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど

◆
依
存
財
源
（
60
・
1
％
）

　
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

な
ど
、
国
や
県
か
ら
市
に
入
っ
て

く
る
お
金

❶
地
方
交
付
税
＝
地
方
の
財
源
の

均
衡
を
図
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
❷
市
債
＝
事
業
を
す
る

際
に
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お
金
❸

国
庫
・
県
支
出
金
＝
事
業
に
対
す

る
国
・
県
か
ら
の
補
助
❹
地
方
消

費
税
交
付
金
＝
地
方
消
費
税
の
一

部
を
財
源
と
し
て
、
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
❺
地
方
譲
与
税
＝
国

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
一
律
的
に

譲
与
さ
れ
る
お
金
❻
そ
の
他
＝
地

方
特
例
交
付
金
な
ど
の
交
付
金

歳
出
内
訳
の
用
語
解
説

❶
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
や
少
子

化
対
策
な
ど
❷
総
務
費
＝
一
般
事

務
経
費
や
市
役
所
の
管
理
な
ど
❸

土
木
費
＝
道
路
や
河
川
・
公
園
の

整
備
・
管
理
な
ど
❹
公
債
費
＝
借

入
金
（
市
の
借
金
）
の
返
済
金
❺

教
育
費
＝
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の

整
備
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振

興
❻
農
林
水
産
業
費
＝
農
林
水
産

業
の
振
興
、
ほ
場
整
備
、
鳥
獣
被

害
対
策
な
ど
❼
衛
生
費
＝
保
健
衛

生
や
ご
み
処
理
な
ど
❽
消
防
費
＝

防
災
対
策
や
市
消
防
団
に
よ
る
消

防
・
救
急
活
動
な
ど
❾
商
工
費
＝

地
域
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

の
促
進
な
ど
❿
議
会
費
＝
議
会
の

運
営
な
ど
⓫
そ
の
他
＝
労
働
費
、

諸
支
出
金
、
災
害
復
旧
費
、
予
備

費
な
ど

44

◆
歳
出

　
民
生
費
は
、
児
童
手
当
や
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
費
、
障
害
者
福
祉
施
設
改

修
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り

増
額
の
80
億
１
８
３
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
総
務
費
は
、
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

応
援
寄
附
金
事
業
費
や
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
費
、
電
算
管
理
事
業
費

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

45
億
８
５
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
費
は
、
道
路
橋
梁
維
持
費
や
道

路
新
設
改
良
費
、
公
園
整
備
事
業
費

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

36
億
１
２
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
学
校
給
食
の
公
会
計

化
に
伴
う
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

30
億
７
３
１
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
入

　
市
税
は
、
個
人
住
民
税
に
お
い
て
農
業

所
得
、
給
与
所
得
の
減
に
よ
る
減
収
を
見

込
む
一
方
、
定
額
減
税
措
置
の
終
了
を

受
け
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
法
人
税

に
お
い
て
は
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水

道
業
の
低
調
に
よ
り
減
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
土
地
と

償
却
資
産
の
減
な
ど
に
よ
り
減
収
を
見
込

み
、
全
体
で
は
57
億
２
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税

は
、
代
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
へ
の
振
替
額
が
５
０
０
０
万
円
減
と

な
っ
た
こ
と
や
人
件
費
等
の
需
要
額
増

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
増
額
と
な
り
、

85
億
５
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
灘
黒
岩
水
仙
郷
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
や
大
鳴
門
橋
周
辺
環
境
整
備
事
業

の
減
な
ど
が
あ
る
一
方
で
、
防
災
行
政
無

線
更
新
事
業
、
公
園
整
備
事
業
、
広
域
ご

み
処
理
施
設
整
備
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り

36
億
９
８
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
政
策
の
柱
で
あ
る
「
五

つ
の
行
動
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
レ
ベ
ル

を
引
き
上
げ
つ
つ
、「
戦
略
的
な
移
住
定

住
・
住
宅
施
策
」、「
地
域
資
源
を
活
か

し
た
観
光
振
興
」、「
魅
力
あ
る
子
育
て

環
境
の
整
備
と
社
会
参
加
支
援
」
の
３
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し

ま
し
た
。
重
点
化
と
継
続
性
に
配
慮
し
つ

つ
、「
人
と
地
域
の
可
能
性
を
伸
ば
す
成

長
予
算
」
と
し
て
、
一
般
会
計
予
算
額
は

３
２
９
億
７
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年度一般会計予算　　　 329 億 7,000 万円

歳入 329 億 7,000 万円歳出 329 億 7,000 万円

市税市税
57 億 200 万円57 億 200 万円

（17.3％）（17.3％）

県支出金
21 億 1,991 万円

（6.4％）

地方消費税交付金
11 億円

（3.3％）

地方譲与税　2 億 4,300 万円（0.7％）

寄附金　25 億 700 万円（7.6％）

諸収入　11 億 3,778 万円（3.5％）

繰入金　30 億 5,789 万円（9.3％）

使用料及び手数料　4 億 5,138 万円（1.4％）

民生費民生費
80 億 1,833 万円80 億 1,833 万円

（24.3％）（24.3％）

公債費公債費
30 億 855 万円30 億 855 万円

（9.1％）（9.1％）

総務費総務費
45 億 8,566 万円45 億 8,566 万円

（13.9％）（13.9％）

土木費土木費
36 億 1,291 万円36 億 1,291 万円

（11.0％）（11.0％）

農林水産業費農林水産業費
24 億 5,764 万円24 億 5,764 万円

（7.5％）（7.5％）

教育費教育費
30 億 7,315 万円30 億 7,315 万円

（9.3％）（9.3％）

衛生費衛生費
20 億 2,113 万円20 億 2,113 万円

（6.1％）（6.1％）

消防費
18 億 7,164 万円

（5.7％）

議会費　2 億 912 万円（0.6％）

商工費　13 億 6,039 万円（4.1％）

その他　27 億 5,148 万円（8.4％）

問財務課☎43-5210

※（　）内は構成比※（　）内は構成比

令和７年度予算の
詳しい内容につい
て は 上 記 二 次 元
コードからご覧く
ださい。

その他　２億 7,048 万円（0.8％）

・分担金及び負担金 1 億 5,903 万円
・財産収入 1 億 1,145 万円

その他　３億 1,200 万円（1.0％）

・法人事業税交付金 9,900 万円
・環境性能割交付金 6,700 万円　など

項　目 予算額 前年度比
国民健康保険 61 億 3,615 万円 -3.9％
後期高齢者

医療 10 億 102 万円 +12.1％

介護保険 50 億 5,945 万円 +0.5％

土地開発 365 万円 0.0％
産業廃棄物
最終処分 １億 3,597 万円 +73.2％

国民宿舎 355 万円 -84.8％

下水道 63 億 1,508 万円 +5.9％

財産区４会計 1,615 万円 -6.0％

合　計 186 億 7,102 万円 +1.5％

特別・企業会計

  基金（貯金）残高の見込み
令和７年度末 市民1人当たり

一般会計 127億1,752万円 29万1,880円

特別会計 16億9,401万円 ３万8,880円

合　計 144億1,153万円 33万760円

  市債（借金）残高の見込み
令和７年度末 市民1人当たり

一般会計 333億1,288万円 76万4,580円

特別会計 8,988万円 2,060円

企業会計 247億4,892万円 56万8,030円

合　計 581億5,168万円 133万4,670円

※市民 1 人当たりの額は、令和７年 2 月末住民基本台
帳人口 43,570 人で算出

一般会計歳出（性質別）
項　目 予算額 構成比
物件費 58 億 6,731 万円 17.8％

人件費 55 億 183 万円 16.7％

補助費等 50 億 1,193 万円 15.2％
普通建設
事業費 49 億 1,255 万円 14.9％

扶助費 35 億 29 万円 10.6％

公債費 30 億 855 万円 9.1％

繰出金 22 億 5,318 万円 6.8％

その他（注） 29 億 1,436 万円 8.9％

合　計 329 億 7,000 万円 100.0％
（注）維持補修費、予備費、積立金、投資出資貸付金、　
　 　災害復旧事業費

国庫支出金国庫支出金
28 億 6,986 万円28 億 6,986 万円

（8.7％）（8.7％）

地方交付税地方交付税
95 億円95 億円

（28.8％）（28.8％）

市債市債
36 億 9,870 万円36 億 9,870 万円

（11.2％）（11.2％） 依存財源
（60.1％）

自主財源
（39.9％）




